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（非公式翻訳） 
投資委員会（BOI）布告 

No. 11／仏暦 2547年（2004） 
 
件名 金型、電子部品および電子製品の製造に使用する機械の輸入関税の免除期間の延長 

 
 電子産業および支援産業の状況に対して対応し、また、競争力の強化および国家の技術開発

を効率的に奨励するために、 
 仏暦 2520年 投資奨励法、第 16条第 2段の権限に基づき、投資委員会は、機械の輸入期間
の延長を許容することを妥当と見なす。新投資のプロジェクト、および古い機械の取替えのプロジ

ェクトに関して、仏暦 2552年（2009年）12月 31日まで、機械に関する輸入関税の免除をあたえ
るものである。以下による。 
 

１） 金型 
２） 電子部品および電子製品の製造に使用する機械 

 
                これらは、仏暦 2548年１月１日以後有効 
 
                  布告日 仏暦 2547年 12月 28日 
 
 

チャバリット・ヨンチャイユット 
                                     副首相 
                                    議長 代行 
 
 
 
注: この翻訳は、2004 年 12 月 28 日布告のタイ国投資委員会布告の翻訳であるが、実際の運
用にあたっては、原文（タイ語）を参照願います。 
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